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循環型社会の構築・地球環境問題への対応の推進
自然共生に資する事業の推進（白砂青松）

〈 千葉県 長生郡一宮町 一宮海岸 〉

ヘッドランドの整備により砂浜の侵食をくいとめ、失われた砂浜を回復ヘッドランドの整備により砂浜の侵食をくいとめ、失われた砂浜を回復

侵食がとまり、一部に回復の見られる砂浜ヘッドランドの建設に伴い侵食が鈍化、回復傾向に

一宮海岸侵食対策事業の効果について
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空中写真（平成15年1月撮影）
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2003年
現況汀線

ﾍｯﾄﾞﾗﾝﾄﾞ未施工
の場合の2003年
予測汀線後退量

事業により汀線
後退量が低減！

事業により
汀線を維持！

一宮海岸

一宮海岸は九十九里海岸の南部に位置し、白砂青松の風光明媚な景観を有する海岸である。また、海岸の背後
には別荘やペンション、保養所などが立地し、海水浴場やサーフィン、保養地として通年、高度に利用されている。
しかし、近年大規模な汀線の後退や浜崖が生じるようになり、砂浜の減少により貴重な国土が失われているばかり
か、高波浪時の越波による背後地への浸水被害が懸念されている。このような状況から、侵食対策として砂浜保
全のためのヘッドランドを整備することにより、景観に配慮し人々の生活に潤いをもたらす安全な海岸を創出するこ
とにする。

一宮海岸


